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 体調管理が難しく，学習場面の制限が多い訪問学級や重複障がい学級で学ぶ児童生徒は，他者

とつながりをもって学習することが難しい状況にある。本研究では，個と他者をつなぐリアルタ

イムな双方向型の学習や他者とつながる集団学習において，AT・ICT機器の活用に着目し，環境

に応じた設定や「人とのつながり」に視点を当てた活用による授業の有効性を明らかにし，教育

内容・指導方法の充実に役立てるためのICT活用授業実践資料を作成した。 
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Ⅰ 研究主題 

  重度・重複障がいのある児童生徒の教育内容・指導方法の充実に関する研究 

   ―「人とのつながり」に視点を当てたAT・ICT機器の活用による授業実践を通して― 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

本県の特別支援学校には，訪問学級や重複障がい学級で学ぶ，重度・重複障がいのある児童生徒が 

在籍している。特別支援学校学習指導要領では，社会の変化や障がいの重度・重複化，多様化などに

対応し，一人一人の教育的ニーズに応じた指導の充実を，基本方針として示している。「人とのつなが

り」をもちながら，自己のもつ能力や可能性を最大限に伸ばし，自立し社会参加するために必要な力

を培うことは，重度・重複障がいのある児童生徒にとって重要である。 

しかし，訪問学級や重複障がい学級で学ぶ，重度・重複障がいのある児童生徒は,体調管理が難しく

学習場面の制限が多いことから，他の児童生徒や教師とつながりをもって学習することが難しい状況

にある。指導においては，担任が一人で指導することが多く，教材教具が限られ，教育内容・指導方

法が画一的になりがちとなる状況が見受けられる。 

このような状況を改善する方法の一つとして，視覚・聴覚を介して人とつながることができるAT・ 

 ICT機器注1の活用が有用であると考える。そのことにより，重度・重複障がいのある児童生徒が他の児

童生徒や教師とつながりをもち，喜びや楽しさを感じ，表現していくことが必要であると考える。 

そこで，本研究では，一人一人の実態や学びの環境に応じて，「人とのつながり」に視点を当てた 

AT・ICT機器を活用した授業実践を通して，その有効性を明らかにし，ICT活用授業実践資料としてま 

とめることで，重度・重複障がいのある児童生徒の教育内容・指導方法の充実に役立てようとするも 

のである。 

 

Ⅲ 研究の目的 

  重度・重複障がいのある児童生徒の指導において，「人とのつながり」に視点を当てたAT・ICT機器 

の活用による授業実践を通して，重度・重複障がいのある児童生徒の教育内容・指導方法の充実に役 

立てる。 

 

Ⅳ 研究の目標 

  訪問学級や重複障がい学級に在籍する重度・重複障がいのある児童生徒一人一人の教育的ニーズに 

応じて， AT・ICT機器を活用し，「人とのつながり」に視点を当てた授業の有効性を明らかにし，ICT 

活用授業実践資料としてまとめる。  

 

Ⅴ 研究の見通し 

  訪問学級や重複障がい学級に在籍する重度・重複障がいのある児童生徒一人一人の実態や学びの環 

境に応じて，「人とのつながり」に視点を当てたAT・ICT機器の活用によるICT活用授業実践資料（試案） 

を作成する。それを用いて，重度・重複障がいのある児童生徒が，他の児童生徒や教師とのつながり 

をもちながら，表現したり伝えたりする実践を積み重ねていく。実践における指導の経過や児童生徒 

の変容等を記録し，AT・ICT機器の活用との関連性から，その有効性を明らかにしていく。 

 

 

 

注１．AT（Assistive Technology）：「支援機器,支援技術,支援工学,福祉工学」,ICT（Information and Communication  

    Technology）：「情報通信技術」 
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Ⅵ 研究の構想 

 １ 研究についての基本的な考え方 

  (1)  本研究における重度・重複障がいの捉え方 

 重度・重複障がい児とは，「盲・聾・知的障害・肢体不自由・病弱のうち，障害を二つ以上併せ

有する者」，「ほとんど言語を持たず，自他の意思の交換および環境への適応が著しく困難で，日

常生活において常時介護を必要とする者」，「破壊的行動，多動傾向等の問題行動が著しく，常時

介護を必要とする者」とされている(『重度・重複障害児に対する学校教育の在り方について（報

告）付 重度・重複障害児に関する考え方』文部省，1975）。 

昭和54年の養護学校義務制に伴い，就学猶予，就学免除の対象者となっていた重度・重複障が 

いのある児童生徒が教育を受けることができるようになり，通学が困難な児童生徒への教育の場

である訪問教育も拡大されることとなった。訪問教育注２とは，「障害が重度・重複していて養護

学校等に通学困難な児童生徒に対し，教員が家庭，児童福祉施設，医療機関等を訪問して行う教

育」形態である（『訪問指導事例集』文部省初等中等教育局特殊教育課，1978）。訪問教育対象の

児童生徒は，家庭や施設，病院等の限られた学習環境の中で教育を受けている。学校で学ぶこと

ができるものの，重複障がい学級注３の児童生徒も，児童生徒の実態に応じた個別，あるいは少人

数での学習が多く，他の学級の児童生徒や教師と一緒に学ぶことが少ない状況にある。 

文部科学省特別支援教育資料（H26.５.1現在，H27.６月公表）第１部集計編によると，訪問教

育対象児童生徒数は，平成９年度に高等部の生徒が対象となったのち，３千人程度で推移してき

ている。また，特別支援学校の在学者数（小学部・中学部）のうち，重複障がい学級在籍児童生

徒は，昭和54年の養護学校義務制に伴い大幅に増加したのち，全体に占める割合が約４割前後で

推移してきている。これらのことから，学習場面の制限が多く，集団学習や行事等の参加が困難

な，訪問学級及び重複障がい学級の児童生徒が一定の割合在籍していることが分かる。 

『重度・重複障害児に対する学校教育の在り方について（報告）』で述べられている「重度・重

複障害児に関する考え方」と，訪問学級及び重複障がい学級で学ぶ児童生徒の現状から，本研究

では，言語によるコミュニケーションが困難で，身体面，行動面から日常生活において常時介助

を要する（医療的ケアを含む）障がいを二つ以上あわせ有する児童生徒を重度・重複障がい児と

捉え，「学習場面の制限が多く，集団学習や行事等の参加が困難な，訪問学級及び重複障がい学級

の児童生徒」を対象とする。 

   (2) 重度・重複障がいのある児童生徒の教育内容・指導方法の充実についての基本的な考え方 

平成13年，世界保健機関（WHO）は，国際障害分類（ICIDH，1980）の改訂を行い，「国際生活機 

能分類（以下，ICFとする）」を採択している。国際障害分類が身体機能の障害による生活機能の

障害（社会的不利）のマイナス面を分類するという考え方が中心であったのに対し，ICFは，プラ

スの考え方に立ったものである。機能障害を「心理機能・身体構造」，能力障害を「活動」，社会

的不利を「参加」と表現して構成要素に加え，「環境因子」，「個人因子」を背景因子とし，活動に

対して相互に関与することを示している（Ｐ３【図１】）。 

 ICFの活用は，「児童生徒が今もっている力を使いながら活動に“参加”できるための工夫」，「物 

 的環境，社会的環境，教師の支援の適切性」，「多職種の関係者が“参加”の課題を重視しながら 

注２．訪問教育：訪問教育には，在宅訪問（家庭への訪問），施設訪問，病院訪問の形態がある。 

注３．重複障がい学級：特別支援学校において，障がいを二つ以上あわせ有する児童生徒を対象とし，１学級３名以下で 

   編成される。 
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 イ 集団学習や行事参加の困難さ 

「Ⅵ－１－(1)，本研究における重度・重複障がいの捉え方」で示したように，訪問学級及び重

複障がい学級の児童生徒においては，個別，あるいは少人数での学習が中心に行われている。在  

宅訪問の児童生徒においては，スクーリングや複数訪問注４が集団学習や行事に参加したり，他の  

児童や教師と触れ合ったりする機会であるが，体調面の配慮や移動の困難さのため，実施が難し

いことが多い。施設訪問や病院訪問，重複障がい学級においては，児童生徒の体調や場所の確保，

活動ペースの違いにより，集団学習の実施が難しい場合がある。また，校外学習や修学旅行のよ

うな移動を伴う行事の場合，計画に当たっては，児童生徒一人一人の実態に応じた様々な配慮が

必要である。 

 ウ 訪問学級や重複障がい学級を担任する教師の指導上の課題 

 訪問学級や重複障がい学級を担任する教師は，一人，あるいは少人数で担当することが多く，

実態把握や指導内容の振り返り，評価等で悩みを抱え，孤立しがちである。指導に当たっては，

「教材・教具が限られる」，「集団学習・スクーリングが困難」等の課題により，授業が画一的に

なりがちである。また，「医療や訓練の知識・技能の不足」，「卒業後が不安」等の,医療の進歩や

医療的ケアなど，社会の変化に対応した課題が明らかになっている。 

  このような現状と課題から，訪問学級や重複障がい学級の児童生徒においては，体調面に配慮し 

ながら担任教師との直接的なかかわりを大切にし，スクーリングや複数訪問，集団学習や行事の参 

加等，他者とつながることが必要であると考える。 

 (4)  本研究における重度・重複障がいのある児童生徒の「人とのつながり」の定義 

ア 相互作用の重要性 

佐伯胖(1995)によると，人間が誰でももっている要求として「私は外界の変化の原因になりう 

ること」「私には何らかの“能力”があるということ」の二つが挙げられている。こうした要求は， 

重度・重複障がいのある児童生徒も同様であると考えられ，自分の働きかけにより周囲の状況が 

変わること，人とかかわり自分が認められることを望んでいると捉えられる。また，佐伯は，「“わ 

かる”ということは，社会や文化的実践に生き生きと“参加”することである」と述べており， 

児童生徒と教師が一緒に，日々の学習の中から大切なことや感動することを発見したり経験した

りしながら，他者とかかわりをもち，様々な学習活動に参加していくことが必要であると言える。  

高橋眞琴（2016）によると，「重度・重複障がいのある児童生徒との相互作用は，児童生徒と直 

接かかわることで初めて生まれ，音声言語によらない部分が多いため，表情や身体の動きの読み 

取りなどかかわる人の感受性が必要であり，それが重度・重複障がいのある児童生徒との人間関 

係形成の基盤になる」と述べられている。高橋は，自立活動の目標の一つ「人間関係の形成」に

おける四つの観点に沿った，「かかわり・つながりリスト」を活用し，重度・重複障がいのある児

童生徒の相互作用について先行的な研究を行っており，児童生徒の生きる力を育むためには，他

者との人間関係の形成が必要であるとしている。 

 このように，重度・重複障がいのある児童生徒においては，自分が発信したことで周囲の状況 

 が変化したり，自分の存在が認められたりすること，他者とつながりながら日々の学習の中で喜

びや楽しさを感じたり，表現したりすることが，大変重要であると考える。 

 

 

注４．複数訪問：複数の職員（教師）で家庭や病院，医療施設を訪問し,学習を行うこと。同行訪問とも言う。 
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イ つながりの大切さ 

 昨年度，所属校の岩手県立花巻清風支援学校で担当した訪問学級児童２名は，体調面への配慮や移

動面の困難さからスクーリングができない状況にあった。そこで，担任との一対一の学習に慣れるこ

とを第一にしながら，「学校の一員であること，学校に友達や先生がいること」を大切にした授業づく

りを心掛けてきた。昨年度は，【資料１】に示す他の児童生徒や教師との学習を行ってきた。 

 

 

 

    

 

 

 

 

間接的ではあるものの，学校の学習と連動した学習ができ，訪問学級児童や家族が学校の児童生徒 

 や教師の存在を少しでも感じることができたのではないかと思われる。また，学校の児童生徒や教師 

 が訪問学級児童の様子を知り励ましてくれたことを，担任が訪問学級児童や家族に伝えると，家族は 

 喜びを感じていた。その後も担任を介して互いの様子を伝え合うことで，訪問児童の成長を皆で共有 

 できたことが，「人とのつながり」の効果として感じたことである。 

また，それぞれの児童について複数訪問を１回実施し，直接的な取組の効果を感じている。それは，

【資料２】に示す次の３点である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらのことから，一対一の授業にとどまらず，他の児童生徒や教師とつながりをもつことの効果

から，「人とのつながり」の大切さを実感した。 

 また，所属校の小学部重複障がい学級では，昨年度，初めて重複障がい学級の全学級が集まり，児

童のペースに合わせて一人一人が主体的に取り組む姿を引き出すことをねらいとし，自立活動「きら

きらタイム」の授業実践に取り組んだ。スヌーズレン注５の環境や五感に働きかける教材・教具，AT・

ICT機器を用いた活動場所を設定し，児童の実態，体調やペースに合わせて好きな活動場所を選択し，

学習するという内容である。集団で学習することによって，学級以外の友達や教師とのつながりが生

まれ，児童の様子に変化が見られたこと，教師は他の学級の児童への理解が深まったこと，という成 

果が見られた。 

 

注５．スヌーズレン：光，音，におい，振動，温度，触覚の素材を組み合わせたトータルリラクゼーションの心地良い空 

    間，時間を楽しむ活動。  

①  一対一の学習では難しく，複数でかかわることによってできる学習を取り入れることで，

児童の表情や様子，動き等に変化が見られたこと。 

②  一人で授業をしていたときには気付かなかった児童の表情や様子，動きや変化を，同行

した教師から教えてもらい，複数の教師で児童の行動の意味づけができたこと。 

③  児童の笑顔や成長を保護者と教師で共有し，複数訪問の様子を知った学校の教師も児童

をより知ることができ，児童のことを気にかけてくれるようになったこと。 

・訪問学級児童の作品や学習の様子を学校の児童生徒，教師に紹介 

・訪問学級児童の様子をビデオ撮影して行事にビデオで参加 

・学校行事や学校の児童生徒の様子をビデオ撮影し，訪問学級児童に紹介 

・学校の教師から訪問学級児童への定期的な直筆のメッセージ 

・訪問学級の行事や学習活動で,学校の教師からのビデオメッセージを紹介 

・学校の児童生徒や教師との手紙での交流（暑中見舞,年賀状等） 

 

【資料２】平成27年度所属校小学部訪問学級における直接的な取組の効果 

 

【資料１】平成27年度所属校小学部訪問学級における間接的な取組 
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   の下の部分から段階的に「人とのつながり」が広がっていくことを示している。他の児童生徒や教 

師とつながることによって，児童生徒は喜びや楽しさを感じ，表現し，他者の存在を感じて気持ち

を共有することができると考える。また，教師は多様な形態で授業実践が可能となり，授業に工夫

や広がりが生まれ，児童生徒の変化や成長を他の教師と共有することができる。さらに，様々な人

とつながったり，同じ人とのつながりを継続したりすることが必要であると考える。 

(5) 重度・重複障がいのある児童生徒におけるICT活用の意義 

  近年，社会全体のICT化推進が急速に進み，教育の分野でも先進的な研究からその効果が認めら     

られており，学習場面の制限が多い訪問学級や重複障がい学級の児童生徒にとって，「人とのつな     

がり」をもつためにAT・ICT機器の活用が有用であると考えられる。機器活用により，学習の場は異

なっても視覚・聴覚を介して他者とつながることで喜びや楽しさを感じたり，個々の実態に応じた

操作により他者と活動を共有したりすることができ，その活用が期待される。 

  ア 重度・重複障がいのある児童生徒におけるICT活用の先行研究 

       障がいの状態や特性，発達の段階，経験等に応じたICT活用は，各教科や自立活動等の指導にお 

     いて効果が期待されている。重度・重複障がいのある児童生徒においては，身の回りの様々な情報 

     を積極的に活用し，他者とのコミュニケーションを豊かにする様々な支援を行う必要がある。 

  情報の基礎となるコミュニケーションを豊かにする方法として，重度・重複障がいのある児童生

徒においては，AAC注６を活用した指導が取り入れられてきており，AT・ICT機器を活用し，わずか

な表現を大きくしたり，別の表現方法に置き換えたりすることで，表現する力を高めることがで

きる。岩手県立総合教育センター (2016)は，重度・重複障がいのある児童生徒の意欲を高め，主

体的な活動を引き出すために，AT・ICT機器を活用した実践研究を行い，「ICT活用実践資料」を作

成している。また，児童生徒の動作が可能な部分に応じて「ビッグスイッチ」や「ピエゾニューマ

ティックセンサースイッチ注７」等のスイッチを選択して「おおきなかぶ」を読み進める実践，「赤

外線学習リモコン」を改造して朝の会でCDラジカセの音楽を再生する実践等，障がいの重い児童

生徒のために様々なAT・ICT機器を活用した実践がなされてきている。 

   イ インターネットを活用した双方向型の学習における先行的取組 

  特別支援学校では，病院内の学級と校内の学級をつなげてTV会議システムを構築した双方向型

の遠隔授業の実践が行われており，少人数では解決しにくい課題の解決，病院への教材の持ち込

みが困難な学習活動の制限の解消，孤独感や不安の軽減に役立てられている。またラジコン車と

ICT機器を活用した迷路課題に取り組む集団活動に参加し，楽しみながら自然にコミュニケーショ

ンを取ることができた事例も挙げられる。さらに，病院訪問学級と学校をつなげた学級活動での

リアルタイムな通信による，同学年との仲間意識を高める実践も行われている。 

  高等学校では，平成27年４月から具体的な要件を満たす場合に，全日制，定時制課程における 

  遠隔教育が正規の授業として認められている。遠隔教育は，離島や過疎地における教育機会の確 

  保や多様かつ高度な教育機会の提供，特別な支援の必要な生徒に対する個別の学習ニーズへの対 

 

注６．AAC（Augment and Alternative Communication:拡大代替コミュニケーション）：様々な手段を用いて，残された能 

    力とテクノロジーの力で自分の意思を相手に伝えること。表情やうなずき，ジェスチャーやサイン，シンボル，コ 

      ミュニケーションブック，VOCA（音声出力型コミュニケーションエイド）,タブレットPC等。 

注７．ピエゾニューマティックセンサースイッチ：圧電素子（ピエゾ）と空圧（ニューマティック）の２種類のセンサー 

   を選択し，わずかな力で操作できるスイッチ。 
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【表３①】小学部２年訪問学級児童Ａの個別学習  

単元名 学習内容 実施回数（時期） 

友達と仲良くなろう 

TV電話での交流 

１回（６月～11月の予定） 

童話村に行こう（校外学習①） １回（校外学習６月17日） 

お楽しみ会をしよう １回（夏休み明けの予定） 

買い物をしよう（校外学習②） １回（校外学習11月29日） 

【表３②】小学部２年訪問学級児童Ｂの個別学習 

単元名 学習内容 実施回数 

足湯をしよう（校外学習①）  

 

 

TV電話での交流 

 

 

 

１回（６月21日） 

もうすぐ夏休み １回（夏休み前の予定） 

お楽しみ会をしよう １回（夏休み明けの予定） 

こたままつりの作品を作ろう １回（８月25日） 

箸置きを作ろう（校外学習②） １回（９月６日） 

きらきらルームを楽しもう １回（９月～10月の予定） 

友達と仲良くなろう（居住地校交流） １回（11月の予定） 

【表３③】小学部重複障がい学級全学級の集団学習  

単元名 学習内容 実施回数 

「きらきらルームを楽しも

う」 

・AT・ICT機器を活用し，学級以外の友達

や教師とつながり，学習する。 

・TV電話での交流 

５回 

（９月～10月の予定） 

３ 研究の検証計画 

 (1) 児童の変容，AT・ICT機器の活用と指導方法について 

 本研究では，「人とのつながり」に視点を当てた授業実践を行う際の指標として，Ｐ12【資料４】  

に示す「人とのつながりリスト」を活用していくこととする。これは，Ｐ４，Ｐ６で述べた，高橋

が作成した「かかわり・つながりリスト」を参考にし，作成したものである。高橋が作成した「か

かわり・つながりリスト」は，段階的な評価，将来的に高い評価を得ることは目指しておらず，障

がいのある子どもとかかわる相手との「かかわりの度合い」が分かることを目的とし，使いよさ，

妥当性，解釈が検討され，提案，活用されているものである。 

 本研究で活用する「人とのつながりリスト」は，Ｐ６【図２】で示した「人とのつながり」の三

つの観点に沿って，高橋の「かかわり・つながりリスト」同様に５段階でチェックし，学習場面に

おける児童生徒の姿や児童生徒と相手とのお互いの「つながりの度合い」が分かるものとする。 

研究の検証に当たっては，「人とのつながりリスト」を活用し，授業実践前・授業実践後に保護者，

授業者が記入を行う。リストはＰ11【資料３】のように活用し，児童の変容やつながりの度合いの

変化を読み取っていくこととする。 
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 小学部訪問学級２名については，「人とのつながりリスト」と下記のア～ウとから，児童の変容を  

読み取る。また，AT・ICT機器の活用と指導方法について教師から聞き取り，その有効性について確

認する。 

 ア 対象児童の変容 

      記録映像の分析（記録法），表情の変化や発声，活動の変化等の読み取り（観察法） 

  イ 保護者への聞き取り 

       各実践後の感想（質問紙法），一年間の実践前・実践後の感想（質問紙法） 

   ウ 授業者への聞き取り 

    各実践後の感想（質問紙法），児童の観察（観察法），一年間の実践後の感想（質問紙法） 

  また，重複障がい学級の集団学習における児童の変容については，本研究の重度・重複障がいの 

捉え方より，児童の実態から児童Ｃ，児童Ｄの２名を選択し，学級担任と学級担任以外で実践前，実

践後に「人とのつながりリスト」と上記のア，ウから児童の変容について読み取る。また，実践を通

して見られた児童の変容や「人とのつながり」，AT・ICT機器の活用と指導方法について，担当した教

師から聞き取り，その有効性について確認する。 

(2) ICT活用授業実践資料について 

 重度・重複障がいのある児童生徒が「人とのつながり」をもちながら学習するための，指導内容や

指導事例が児童生徒の教育内容・指導方法の充実に役立つ効果的な内容となっているか，AT・ICT機

器の選択や設定の仕方，活用方法等，教師が分かりやすく活用しやすい構成や内容となっているか

について，所属校の担当教師の意見を聴取し，修正・改善を図り，ICT活用授業実践資料を完成させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料３】「人とのつながりリスト」の活用の仕方 

① 保護者から見た，実践前，実践後の項目毎の違いを比較し，児童の変容やつながりの度合

いの変化を読み取る（TV電話での交流実践のみ）。 

② 授業者から見た，実践前，実践後の項目毎の違いを比較し，児童の変容やつながりの度合

いの変化を読み取る。 
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Ⅶ 授業実践の結果と考察 

 １ 授業実践の目的 

   ICT活用授業実践資料(試案)の活用による授業実践を行い，重度・重複障がいのある児童生徒の

教育内容・指導方法を充実させるものであるか検証する。また，授業実践の成果と課題から，ICT活

用授業実践資料の修正と改善を図る。 

 ２ 授業実践の概要 

  (1) 実践日程 

    実践日程について【表４】に示す。 

     【表４】授業実践の日程 

実践 対象児童 実践日 

(1) 小学部訪問学級 

児童Ａ（２年） 

平成28年６月17日，９月13日，10月７日，11月29日 

                                           （４回） 

(2) 小学部訪問学級 

児童Ｂ（２年） 

平成28年６月21日，７月26日，８月25日， 

９月６日，13日，29日，11月16日       （７回） 

(3) 小学部重複障がい学級 

児童Ｃ（６年）， 

児童Ｄ（２年） 

平成28年９月13日，15日，29日，30日，10月４日，６日 

        

                                           （６回） 

 (2) 対象児童の実態 

    小学部訪問学級児童Ａ，児童Ｂは，自立活動を中心とした教育課程で学習しており，週２回， 

     10時から12時までの２時間，それぞれの家庭で学習をしている。昨年度は，２名ともスクーリン 

     グは実施できず，複数の教師が出向いての家庭での入学式，修了式と複数訪問１回の経験がある。 

   小学部訪問学級児童２名の実態を【表５】に示す。 

   

対象児童 実     態 

児童Ａ ・人なつこい性格で，積極的に大人とかかわる。 

・気管切開部をふさいで発声したり，サインを交えて自分の要求を伝えたりして，意思表示をす 

る。「ぶ～」と口を鳴らすこと等により，自分への注意を向けることがある。 

・血中酸素濃度が極端に低く，手足はチアノーゼが見られ，疲れやすい。 

・入学前は，家庭で過ごしており，保育園や幼稚園等での集団経験はない。  

児童Ｂ ・以前は歩行や会話が可能で，現在は視力と四肢に障がいをあわせ有する。発声や表情の変化で 

 気持ちを表現する。また，周囲の会話を聞いて内容を理解しているように発声することがある。 

・感情が高ぶり，笑いが止まらなくなることがある。 

・体調が不安定で，昨年度は数回入院をしている。昨年度の12月より経管栄養法を行っている。 

・入学前は，１年数ヶ月，保育園での集団経験がある。 

    重複障がい学級の児童は，「自立活動」を中心とした教育課程で，学年に応じた授業時数と内容 

   で学習している。昨年度，初めて重複障がい学級児童全員が集まり，自立活動「きらきらタイム」 

   の実践を行っており，今年度は２回目の取組となる。 

  (3) 実践内容 

  ICT活用授業実践資料(試案)を活用した授業の計画を立案し，授業を担当する教師と打ち合わ 

【表５】児童の実態（小学部訪問学級） 
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せを行った上で授業を進めた。【表６】は，授業実践の概要をそれぞれ時系列で示したものである。

また，９月13日は，児童Ａと児童Ｂとの授業実践，９月29日は児童Ｂと重複障がい学級との授業実

践である。 

 【表６①】小学部訪問学級児童Ａの授業実践の概要 

回数 期 日 つながる人 単元名 学習内容・実施内容 

１ ６月17日 小学部低学団 

児童，教師 

童話村に行こう 

（校外学習①） 

・友達や教師とTV電話での交流。 

・童話村の見学，ウォークラリーの疑似体験等。 

２ ９月13日 児童Ｂ 

保護者，教師 

お楽しみ会をしよう  ・自己紹介，夏休みの思い出を紹介し合う。 

・歌やゲーム（すごろく）での交流。 

３ 10月７日 

 

小学部低学団 

児童，教師 

友達と仲良くなろう ・友達や教師とTV電話での交流。 

・歌やパネルシアターの鑑賞等。 

４ 11月29日 小学部２年生 

児童，教師 

買い物をしよう 

（校外学習②） 

・友達や教師とTV電話での交流。 

・電車に乗る疑似体験，買い物学習等。 

【表６②】小学部訪問学級児童Ｂの授業実践の概要 

回数 期 日 つながる人 単元名 学習内容・実施内容 

１ ６月21日 高等部訪問学級生

徒，教師 

足湯をしよう 

（校外学習①） 

・先輩や教師とTV電話での交流。 

・足湯の疑似体験，お土産の味見等。 

２ ７月26日 小学部１学年時の

担任 

もうすぐ夏休み ・夏休みのがんばり目標を伝える。 

・歌やふれあい体操での交流等。 

３ ８月25日 高等部訪問学級生

徒，教師 

こたままつりの作品

を作ろう（病院・在

宅訪問交流学習会） 

・先輩や教師とTV電話での交流。 

・係活動，共同作品制作，写真撮影等。 

４ ９月６日 高等部訪問学級生

徒，教師 

箸置きを作ろう 

（校外学習②） 

・先輩や教師とTV電話での交流。 

・焼き物の疑似体験，紹介，写真撮影等。 

５ ９月13日 児童Ａ 

保護者，教師 

お楽しみ会をしよう ・自己紹介，夏休みの思い出を紹介し合う。 

・歌やゲーム（すごろく）での交流。 

６ ９月29日 小学部重複障がい

学級児童，教師 

きらきらルームを楽

しもう 

・友達や教師とTV電話での交流。 

・きらきらルームの疑似体験，写真撮影等。 

７ 11月16日 居住地校の小学校

２学年児童 

友達と仲良くなろう ・小学校の友達や教師とTV電話での交流。 

・自己紹介や歌，写真撮影等。 

【表６③】小学部重複障がい学級の授業実践の概要 

回数 期日・時間 つながる人 単元名 学習内容 

１ ９月13日 

３校時 

小学部重複障が

い学級児童８名

と教師 

 

→訪問学級児童Ｂ 

 とのTV電話交流 

きらきら

ルームを

楽しもう 

 

きらきらスイッチ，きらきらリラックス，きらきらミュー

ジック  

２ ９月15日 

５校時 

きらきらスイッチ，きらきらリラックス，きらきらカメ

ラ，きらきらシアター 

３ ９月29日 

２校時 きらきらスイッチ（スイッチを操作し，おもちゃを動かす） 

きらきらリラックス（揺れ，風，触感等を感じる） 

きらきらミュージック（インターフェイス「Makey Makey」

を用いて，人や果物等に触れることで音を鳴らす） 

きらきらカメラ（自分や友達の顔，変身した顔を撮影する） 

きらきらシアター（iPadの画面を天井に映し出して見る） 

４ ９月30日 

３校時 

５ 10月４日 

３校時 

６ 10月６日 

５校時 
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(ｲ） 保護者の感想 

   実践後の保護者の感想を【資料５】に示す。 

【資料５】TV電話交流後の感想（保護者，質問紙自由記述より一部掲載） 

・教師Ｋが話題に出るようになった。テレビ画面でも喜んでくれて良かった。 

・児童Ｂさんに会うのが初めてで，少し照れていたところがあった。離れていても同じ時間を

共有することができて楽しかった。児童Ａの声を聞いて児童Ｂさんも笑顔を見せてくれたの

でほっとした。 

・友達が多いとはずかしくなり，横になってきちんと話ができなかった。少しずつ慣れてくる

といいと思う。学校の授業の様子が分かった。 

・電車体験では，一緒に座って乗ることができた。買い物は，実際に行ったみたいで，楽しん

でいた。人参もしっかり覚えたようだ。友達と，少しだが会話できたことが良かった。 

   また，昨年度の実践では，家庭での入学式，修了式，複数訪問等で，「学校の雰囲気を感じられて 

  よかった」と保護者より感想を得た。今年度の実践に当たって，「人と接することが好きなため，そ 

  の時間に集中してしまい児童Ａが疲れるのではないか」と保護者は心配していた。一方で，TV電話で 

  つながる学習を行うことに期待感をもっていた。一年間の実践後の感想を【資料６】に示す。 

 

 

 

 

 

(ｳ） 教師の感想 

   相手側の教師の実践後の感想を【資料７】に示す。 

   【資料７】TV電話交流後の感想（教師，質問紙自由記述より一部掲載） 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   また，一年間の実践を終えた担任の教師Ｉの感想をＰ20【資料８】に示す。 

 

・積極的に児童Ａがかかわろうとする姿勢が見られた。また，具体的にどうかかわるか思いつ 

かず，あきらめる様子が見られた。 

・児童Ａの様子を学校の児童，教師全員が知ることができた。楽しさや学びを共有することで， 

学校の児童は，児童Ａに対する興味が一層増したように感じる。取組を続けることで，学び 

の場は違っても，共に学ぶ仲間という意識が強くなっていくと感じた。（同意見複数） 

・学校の児童が児童Ａに対して手を振ったり声をかけたり，収穫したサツマイモを見せてい 

 た。児童Ａがパネルシアターをよく見て，持っていたぬいぐるみで動きをまねしていた。 

・友達や教師と直接やりとりができていた。「いただきます」の役割，人参の買い物等，発声 

 も多く意欲的に取り組めた。普段と違う「お弁当」の活動も表情良くできていた。（同意見 

 複数） 

・児童Ａが慣れてきたようで，相手の話をよく聞いて，それに合った反応を返す様子が見られ 

た。児童Ａも学校の児童も目の前で会話をしているような雰囲気であった。（同意見複数） 

・マナーという点で，周囲の一般の方や施設等に迷惑がかからないよう，計画を立てる必要が 

 ある。 

 

 

【資料６】一年間の実践後の感想（保護者） 

 
・友達の名前と顔が一致して，分かるようになった。 

・テレビの中の友達と話ができて楽しそうだった。最初は，照れていたがだいぶ慣れた。 

・１回目より２回目，３回目と，どんどん友達と会話できるようになりうれしく思う。 







22 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

    

 実践を積み重ねていくことは，今後，児童Ａの体調が良くなりスクーリングが可能となった場

合も，よりスムーズに学校の児童や教師とかかわることができると予想される。 

 インターネット環境がなくても，iPadで児童の様子や校外学習先の様子を見せることで，児童          

Ａは意欲をもち学習を行うことができた。しかし，リアルタイムな交流をすることは，保存した

ビデオを見ることと違い，児童Ａが様々な自己表現をする機会になり，効果的な実践ができたと

考える。 

   (ｲ) 「人とのつながり」に視点を当てたTV電話交流による授業実践の課題 

 児童Ａに関する「人とのつながり」に視点を当てたTV電話交流による授業実践の課題を【資料

10】に示す。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  小学部訪問学級児童Ｂの授業実践 

今年度は，児童Ｂの実態から所属校の重複障がい学級と訪問学級の児童生徒と校外学習や自立活

動の授業等でTV電話交流を実施した。また，昨年度間接交流を行った居住地校の小学校とTV電話で

の交流を実施することができた。 

  児童Ｂは視力に障がいがあるため，つながる相手が話す前に手がかりになる音を鳴らす,「もしも

し」「TV電話楽しもうね」等毎回決まった声かけをする，やりとりは大きな声ではっきりと短くする

等，学習のイメージをもてるように支援した。そして，児童Ｂが様々な友達や教師の声を聞いて学校 

・今年度もスクーリングはできなかったが，学校の児童や教師を知り，一緒に学習することが 

 でき，回を重ねる毎にお互いにやりとりする様子が見られるようになってきた。 

・体調面に配慮が必要な児童Ａにとって，学校の児童や教師とつながることができ，場が違っ 

ていても同じ時間を共有して一体感をもつことができ，直接的な交流に，より近い実践が可 

能となった。 

・「集中して見る力」，「感じたことを表現し，やりとりを楽しむ力」が育ってきた。 

・学校の教師はTV電話交流を通して，より児童Ａへの理解が深まった。 

・担任の教師Ｉは，一対一の学習ではできなかった学習内容を取り入れることができた。また， 

 他の教師と複数の視点で児童Ａが表現したことを読み取ることができた。 

・学校の児童から訪問児童の行事参加を願う手紙が届いたり，授業の企画の際，学校の教師か 

 ら「TV電話で交流しますか」と声をかけられたりする等，小さなつながりが生まれつつある。 

     

 

 

 

【資料９】児童Ａに関するTV電話交流による授業実践の成果 

・学習内容によっては，待つ時間が長くなり，その間の学習の見通しが立たなかったり学習が 

 中断したりすることがある。 

・様々な要因でつながることができなかったときの手立てを準備する必要がある。 

・校外学習先では，児童掌握をしながらつながるために人手が必要である。 

・授業日以外でつながりたい場合の授業変更の調整が必要である。 

・校外学習の場合，施設への許諾を得て綿密に計画すること，一般客への迷惑とならないよう 

 に撮影の仕方に気をつけたり，周囲の理解を得たりすることが必要である。 

・次年度に向けて，児童Ａ個人のタブレットPCとインターネット環境の活用について検討す 

 る必要がある。 

【資料10】児童Ａに関するTV電話交流による授業実践の課題 
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 (ｲ) 保護者の感想 

  実践後の保護者の感想をまとめ，【資料11】に示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また，昨年度の実践では「家庭での入学式や修了式のビデオメッセージが良かった」，「複数訪問  

が楽しくにぎやかで児童Ｂが喜んでいた」と保護者より感想を得ていた。今年度の実践に当たって，

「実践が始まらないと分からないが，体調が良いとき，児童Ｂが喜んだり楽しんだりできれば」と

の期待が見られた。一年間の実践後の感想を【資料12】に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料11】TV電話交流後の感想（保護者，質問紙自由記述より一部掲載） 

・色々な人の声を聞き，どこから声がするのか目を動かし，興味をもって楽しそうに反応してい 

 る様に思えた。 

・訪問学級のみんなと一緒に踊れたことがうれしいようだった。教師Ｍの「気をつけ」「礼」の 

 声を聞いて児童Ｂが楽しそうだった。 

・誰が話しているか，どんな話をしているかを聞いている様子を，児童Ｂの表情で感じることが 

できて良かった。訪問生徒と一緒に話をしたり，作品を作ったりして一体感があって良かっ 

た。 

・女性の先生だと表情もやわらかく，男性の先生だとびっくりした様子だった。少しずつ慣れて 

 くれたらうれしい。 

・初対面の児童Ａとは，最初，緊張し不安で怒ってしまったが，話を聞いて笑ったり歌を一緒に 

歌ったりしたときの，児童Ｂの表情がうれしそうで良かった。 

・初めての活動や苦手な活動があったので心配したが，「大丈夫だよ」「楽しいね」等の周囲の声 

 かけで少しずつ表情も和らいで笑顔になり安心した。 

・久しぶりに保育園の友達に会って，児童Ｂは緊張しつつ少し寂しそうな表情をしていた。保育 

園の頃に仲がよかった友達に会えたこと，ダンスを元気に楽しむことができてよかった。 

・児童Ｂは保育園の友達に会えることを楽しみにしていた。感動の再会ができたことで私（母 

親）が号泣してしまった。 

・音や声を感じたり，様々な体験をしたり，先生方との会話で表情や発声で答えたりしていてす 

 ごいと思った。 

・居住地校交流では，たくさんの友達の声にびっくりしていたが，みんなの歌や知っている歌等 

 を聞いて口を開けたりして楽しんでいた。 

・訪問学級や重複障がい学級，小学校の友達と様々な活動の時間を共有し，様々な表情を見せた 

 り発声できたりしてすごいと感じた。 

・その日の体調にもよるが，機嫌良く落ち着いて話を聞くことができた。生活のリズムも整って 

 きた。体を動かしたり，声を出すことが増えたと思う。 

・表情も豊かになった。嫌な時は時々怒って感情を出している。 

・今年は，機嫌や体調もよく，楽しく過ごせたと思う。来年も体調に合わせて無理なく（TV電話 

 交流が）できたらいいなと思う。 

【資料12】一年間の実践後の感想（保護者，質問紙自由記述より一部掲載） 
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 (ｳ) 教師の感想 

  つながった側の教師の実践後の感想をまとめ，【資料13】のとおり示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    また，一年間の実践を終えた担任の教師Ｉの感想を【資料14】に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童Ｂがこちらからの話しかけに対し，注意を向けてくれている感じがした。児童Ｂの声も聞 

こえた。共通の活動をしたことで共通の話ができ，リアルタイムでつながっていることを感じ 

た。 

・側にいるような感覚だった。（相手側の）保護者もリアルタイムなやりとりを楽しんでいたよ 

うだ。 

・１回の交流では，児童Ｂの反応の変化や気持ち等をとらえきれないので，何度か交流を重ねて 

いけたらいいと思う。２回目の交流は，担任教師Ｉが児童Ｂの様子を分かりやすく伝えてくれ 

たので，かかわりやすかった。 

・児童Ｂの視覚的なことを考えると，どのようなかかわりをしたらいいか考えながら交流した。 

TV電話で児童Ｂの作品を見ることができたこと，児童Ｂの様子が分かったことが良かった。 

・行事の際の交流では，あまりゆっくりと時間をとることができなかった。 

・教師Ｍの声を聞いた児童Ｂの表情が凍り付くのを見て，音をよく聞いていると感じた。周囲の 

ざわざわした様子と一対一で話しているときを聞き分けているように感じた。 

・TV電話では，ゆっくり話すことが大切だと感じた。 

・場が違っても同じ活動ができるのは素晴らしい。いつか一緒に活動したい。 

・インターネット環境が手軽に使えるといいなと思った。TV電話の交流は有効であったが，基本 

 的には人と人とのやりとりがあった上で，あくまで補助道具としてのTV電話でありたいと思 

った。 

・初めは驚いていたが，何度か呼んでもらうと笑顔になり発声も多かった。保育園の頃の友達の 

 名前を児童Ｂが話したように聞こえた場面があった。音楽の時間では，やりとりがなくても児 

童Ｂも楽しむことができた。保護者がとても喜びいろいろな思いがこみ上げて涙していた（教 

師Ｉも）。 

【資料13】TV電話交流後の感想（教師，質問紙自由記述より一部掲載） 

・一人で訪問学級を担当しているが，ティームティーチングでの実践ができ，子どもの状態，様 

 子，小さな表情，体の動きなどの変化を共有できる機会になり，とても良かった。 

・こんな言葉かけが好き，女性の高めの声が落ち着く，名前をたくさん呼んでもらうとうれし 

 い等，児童Ｂの「好き」なことを客観的に見つけることができた。 

・児童Ｂは声をよく聞いており，表情が豊かで慣れている人，初めての人等，声を聞き分けられ 

 ていると思った。 

・スクーリングが難しく，外の人・外の世界とのつながりが貴重である。次年度もTV電話での 

 交流ができたらよい。 

・学校の教師が児童Ｂを理解し，教師間のつながりも広がった。 

【資料14】一年間の実践後の感想（教師Ｉ） 
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チャーとビッグスイッチを使用して児童Ｂが操作し，TV電話をかけたりTV電話に出たりすることが，

重要な学習活動になることが分かった。 

 また，基本的にTVの活用は必要なく，iPadの画面上でのやりとりで十分であった。祖母が在宅の

ときは，Apple TVを使用し，家族で一緒にTV画面でのやりとりを楽しみ，学習の場を共有すること

ができた。 

ウ 考察 

 今年度７回のTV電話交流における授業実践後に，AT・ICT機器の活用と指導方法について，担当した

教師から選択肢と自由記述によるアンケートを実施した。児童Ｂに関するTV電話交流の成果と課題を

以下に示す。 

（ｱ) 「人とのつながり」に視点を当てたTV電話交流による授業実践の成果 

   児童Ｂに関する「人とのつながり」に視点を当てたTV電話交流による授業実践の成果を【資料15】 

  に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 周囲のにぎやかな雰囲気が好きな児童Ｂにとって，普段あまり聞く機会のない児童の声や男性

の声等を聞く経験をし，様々な反応が見られたこと等から，児童Ｂにとって聴覚のみでのやりと

りであっても，TV電話での交流は，周囲の雰囲気を感じ，楽しむことができる効果的な学習であっ

たと考える。今年度もスクーリングができなかった児童Ｂは，TV電話の交流を楽しみな学習と感

じ，実践を重ねる毎に様々な表情の変化を見せていた。 

 一方，相手の児童生徒や教師は，児童Ｂの表情や動きを見て言葉を介してやりとりを楽しみ，児

童Ｂを理解することができた。さらに一緒にいる保護者も学校の授業の様子を知ることができた

こと，昨年度より一歩前進した居住地校交流ができたこと等から，TV電話を活用した学習が有効

であったと考える。 

（ｲ） 「人とのつながり」に視点を当てたTV電話交流による授業実践の課題 

  児童Ｂに関する「人とのつながり」に視点を当てたTV電話交流による授業実践の課題をＰ31【資

料16】に示す。 

 

【資料15】児童Ｂに関するTV電話交流による授業実践の成果 

・話を聞こうと耳を澄ませたり，呼出音や着信音を聞いて期待感をもったりしている様子等が 

 伺えたことから，周囲の様子を聞き取ろうとする力が十分にあると捉えられる。 

・昨年度，児童Ｂの体調や気持ちが不安定なときは，児童Ｂの不安定な気持ちの軽減を優先し 

て学習していた。今年度のTV電話交流では，児童Ｂの体調や気持ちが不安定なときでも，相 

手の声を聞くと期待感をもってTV電話交流をすることができ，終了後も安定した気持ちで学 

習をすることができた。 

・保護者が常に側にいて児童Ｂの表情や発声を読み取り，一緒にやりとりをしてくれたことが， 

児童Ｂにとって心理的な安定をもたらしたと言える。 

・教師は，実践を通して音声の重要さを感じ，側にいる教師は静かに聞いてうなずき児童Ｂの 

様子を分かりやすく伝える，つながる教師はゆっくりと分かりやすく声かけをする等，支援 

の仕方を工夫することができた。 

・相手側の生徒や保護者，教師は児童Ｂの表情の変化や動き，制作した作品等，視覚的な情報 

 があることにより，感想や励ましの言葉を児童Ｂに伝えることができた。 
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 訪問学級の担任は，普段，児童の表出したことをどう捉えて理解するかや児童の成長を，他

の教師と共感することの困難さ等の課題があるが，TV電話の交流実践を通して，児童を複数の

視点で理解し，児童の変化を他の教師と共有することができた。今後は，児童Ｂがより様々な

活動に参加できるように，つながる相手や回数，学習内容の検討の必要性を感じた。 

（3) 小学部重複障がい学級の授業実践 

  対象となる児童は，小学部の重複障がい学級に在籍する８名と訪問学級に在籍する１名の，計９    

名で，医療的ケアを必要とする児童，車椅子を使用している児童，聴力障がいのある児童等，障が

いの程度は様々である。また，教師との簡単なやりとりや他の児童へ声をかけてかかわることがで    

きる児童から，表情や声で意思を伝え教師が意思を読み取り児童へ声をかけたり支援したりする    

ことでやりとりする児童と，コミュニケーションの方法も様々である。  

  重複障がい学級は，これまで各学団（低学団１・２年，中学団３・４年，高学団５・６年）の通

常学級と合同で授業を行うことはあったが，教育課程上，重複障がい学級の児童が全員で集まり学

習する機会はなかった。同じようなペースで活動する児童同士のかかわりも重要と考え，活動場所

と時期を設定し，昨年度初めて「きらきらタイム」の実践を行った。児童の実態に合わせてゆった

りとしたペースで学習することで，児童の主体的な姿が見られたという成果が得られている。 

 今年度は，TV電話できらきらルームと訪問学級児童宅をつないだり，他の児童や教師とのつなが

りをよりもてるようにしたいと考え「きらきらタイム」を設定した。本題材では，緊張が強かった

り発作の心配がある児童がいることを考慮し，体調に応じてゆっくりと時間をかけて楽しむことが

できるようにしたいと考えた。また，個々の実態に応じた適切な支援ができるよう，様々なAT・ICT

機器を準備した。五感の刺激，自らの操作による画面変化やおもちゃの動きを楽しむ等の活動を通

して，児童それぞれが感じた思いを，表情や発声，動き等で表現し，他の児童や教師と場や時間を

共有することができるように支援した。 

  ア 授業の実際 題材名「きらきらルームを楽しもう」 

 ６回の授業では，学級以外の児童や教師と一緒にiPadでおもちゃを操作したり，操作した画面

を天井の映像やTV画面で共有したりする等，友達や教師と活動を共有し，かかわる様子（Ｐ32【図

９】），TV電話の画面越しに学校の児童が訪問児童に触れようとする様子（Ｐ32【図10】）等が見ら

れた。 

 

【資料16】児童Ｂに関するTV電話交流による授業実践の課題 

 
・今年度の実践からやりとりする場面，聞いて楽しむ場面と，場面毎に効果的なつながり 

 方を整理し，次年度計画することが必要である。 

・定期的にTV電話の交流を設定し，学習内容をより児童Ｂの実態に応じて選択，設定し， 

 工夫していく必要がある。 

・体調や姿勢変換等の配慮の必要があるため，TV電話を中断することもありうる。 

・相手教師は児童生徒掌握をしながら実践するため，人手が必要である。また，児童Ｂの 

 実態をよく知る担任が，児童Ｂの反応を分かりやすく伝えることが重要である。 

・通院やサービスの利用のために，授業日以外でつながりたいときの授業変更の調整が難 

 しい。 

・インターネット環境やAT・ICT機器等の環境を整えるのが難しい。 
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  ② 対象児童Ｄについて 

 児童Ｄは，体調不良のため入院し，「きらきらタイム」の授業に参加することができなかった

ため，「人とのつながりリスト」の記録ができなかったが，担任ときらきらルームに行ったり，

きらきらタイムで使用したアプリを教室で楽しんだりして，積極的に画面に触れて変化を楽しも

うとする姿が見られた。 

 (ｳ) AT・ICT機器の活用について 

      実践後，質問紙によるアンケートを担当教師に実施し，AT・ICT機器の活用について感想をまと 

  めたものを【資料18】に示す。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 考察 

  昨年度からの２度目の実践である，自立活動「きらきらタイム」の実践において，「人とのつなが 

 りリスト」の結果や児童の様子，教師への聞き取りから児童の笑顔や自ら操作をして楽しむ姿が見ら 

 れたことから，児童それぞれの主体的な活動を引き出すことができたと言える。 

  一方で，学級担任と学級児童とのかかわりが中心で，他の児童や教師とのつながりや全員でつなが 

 りもつことが難しかった。その要因を【資料19】に示す。 

 【資料19】他の児童や教師とのつながりが少なかった要因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  しかし，実践を通してＰ36【資料20】に示すような児童Ｃの様子の変化や他者とのつながりが見ら 

 れた。 

 

・６回目の実践でMakey Makeyを用いたまとめでの，子どもたちの反応が本当に良かった。 

・訪問学級児童Ｂと授業を共有し，子どもたち同士がかかわりあえたことが良かった。 

・児童が画面に触れるだけ（わずかな動き）で操作でき，魅力がいっぱいで子どもたちのわくわ 

 く感を高め楽しめた，活動に様々な幅を持たせられたと感じた。 

・AT・ICT機器を使うことで子どもたちの興味・関心を高め，自分が操作する喜びや主体的な動き 

 を引き出すことができた。感覚的に楽しめ，写真や動画で簡単に子どもたちにフィードバック 

 できる良さがある。 

・子どもを引きつける良さもあるが，刺激が強すぎて周囲が見えなくなることもある。 

・合同の授業なので，単元設定を通して，一人で楽しむのではなく人とかかわって楽しめるよう， 

 支援の工夫や，場面設定が必要である。 

・昨年度は，２時間続きの取組であったが，今年度は１時間の授業のため，十分に楽しむには時 

 間が短かった。 

・きらきらタイムの期間中に行事や校外学習等が多く入っており，事前・事後学習等のために毎 

 回，重複障がい学級の児童全員が集まることができなかった。このため，各活動場所に対する 

 児童の数が少なかった。 

・毎回，児童全員が集まるのが難しいことを想定し，全員で活動する形をとらず学級から移動し 

 て活動を楽しみ，最後のまとめで好きな活動を紹介し合う形態をとっていた。このため，学級 

 の児童と担任のペアのまま最後まで活動することが多く，場を共有していても他の児童や教師 

 とかかわる機会が少なかった。 

【資料18】AT・ICT機器の活用について（教師，質問紙自由記述より一部掲載） 
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  児童Ｃの他にも，「一人ではできない活動を取り入れて教材を工夫することで，自然なかかわり   

が生まれてよかった」，「訪問学級児童Ｂと授業を共有して児童同士がかかわることができた」等

の成果が見られている。 

  今年度の実践では児童の主体的な姿を引き出すことに加え，他の児童や教師とのつながりを重   

視した実践を行った。AT・ICT機器の活用は，児童の興味・関心を引き出し，児童自身のわずかな

力で操作し，その変化を楽しみ活動を共有し，即時に学習の振り返りができることが有効である

ことが分かった。AT・ICT機器の活用はもちろん，五感に働きかける手作りの教材も児童の主体的

な姿を引き出したり，他者とのつながりをもつために効果的であった。 

 一方，他の児童や教師とより多くつながりをもつためには，さらなる工夫が必要であった。「き   

らきらタイム」の時間は，重複障がい学級の児童全員が集まる貴重な機会である。期間や場所を設   

定し，児童全員で集まることは容易ではないが，他者とのつながりをもつため，今後も学部や学団

からの協力を得て「きらきらタイム」を設定し，授業実践を行っていく必要がある。今後，他の児

童や教師とのつながりをより多くするため，普段の学習から，AT・ICT機器の活用を含む児童が好

きな学習活動を教師が把握し，児童が働きかけることで周囲が変化する喜びを児童が味わう必要

性があると感じた。そして，それをもとに，全員で集まる「きらきらタイム」の時間には，他の児

童や教師とのかかわりを中心とした内容で授業を構成することが望ましいと考える。 

(4) 「人とのつながり」に視点を当てた授業実践全体について 

 本研究では「人とのつながり」に視点を当て，スクーリングが困難な訪問児童Ａ，児童ＢのTV電話

を活用した交流学習，重複障がい学級の児童全員によるAT・ICT機器を活用した集団学習を実践して

きた。 

 TV電話を手立ての一つとして取り入れることで，訪問学級の児童はリアルタイムな双方向型の学

習が可能となり，場は違っていても同じ時間を共有することで，これまでは見られなかった学校の

友達や教師との交流が生まれた。訪問学級の児童は，学校の児童生徒や教師とやりとりをしたり，擬

似的な体験や係の仕事等の役割を通して，学校の友達や教師の存在を感じ，様々な気持ちを表現し，

共有することができた。学校の児童生徒も訪問学級の児童を意識し，回を重ねる毎に訪問学級児童

に興味をもち，かかわることが増えてきている。重複障がい学級の児童は，AT・ICT機器の活用を手

立ての一つとして取り入れることにより，自らの操作による変化を楽しみながら，学級以外の友達

や教師とつながり活動することで，様々な気持ちを表現したりかかわったりすることができた。ど

ちらの実践も一年間を通して回を重ねる毎に児童の表情や動きに変化が見られている。 

 教師は，AT・ICT機器の活用した「人とのつながり」に視点を当てた授業を行うことで，擬似的な

体験や係活動等の学習，児童が自ら操作して楽しむ学習などの多様な学習を取り入れることができ

・１回目は周囲の様子を伺っていることが多かった。教師主導で活動場所に誘導した。２回目， 

 ３回目と回数を重ねる毎に表情が和らいでいた。特定の友達が近くに来てくれることが多く， 

 最初は不思議そうな表情だったが，後半は笑顔が見られた。 

・iPadに触れると画面が動いたり音が出るということが，回数を重ねて分かってきたようだ。ア 

 プリを楽しめるようになるにつれ，自発的な動きが増え，腕や指の動きが大きくなってきた。 

・最後の実践では，きらきらリラックスやきらきらミュージックで児童や教師とかかわりながら， 

 活動を楽しむことができた。 

【資料20】きらきらタイムで見られた児童Ｃの変化 
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た。また，児童の変化や指導方法を他者と共有することでさらに授業に工夫や広がりが生まれ，児童

の変化や成長を他者と共有することができた。 

 これらのことから，本研究におけるAT・ICT機器を活用した「人とのつながり」に視点を当てた授

業実践は，概ね成果を上げることができたと考える。 

 様々なAT・ICT機器を活用し，「人とのつながり」に視点を当てた授業実践による成果が認められた

と考えられる一方，訪問学級の児童においては，実践を継続し，誰とどのような内容でつながること

が効果的かを，今年度の実践を踏まえて児童一人一人の実態に応じて計画していく必要がある。ま

た，重複障がい学級の集団学習においては，一人一人の児童にとって効果的な活動内容を精選・検討

した上で，さらにつながりをもてるような授業構成，意図的な場の設定，支援の工夫が必要である。

どちらの実践も教師間の共通理解と連携，AT・ICT機器と五感に働きかける教材等を教師が仲立ちと

なりながら効果的に活用する方法を教師が学び，アイディアを出し合いながら授業を積み重ね，実

践例を蓄積していくことが必要である。 

 今後，実践を継続していくに当たっては，インターネットや必要なAT・ICT機器・教材等の環境を

整えていく方法を検討していく必要がある。また，できる限りスクーリングが可能な方法を探り，そ

れが困難な場合に代わる「人とのつながり」による効果的な授業内容の検討，実践の際の教師の配

置，より「人とのつながり」をもてるような手立てを探っていくことが重要である。 

(5) ICT活用授業実践資料について 

 各実践後に指導を振り返り，ICT活用授業実践資料の修正・改善に反映した。さらに，一年間の授

業実践後に， ICT活用授業実践資料の有効性，活用性，修正・改善点の３点について，所属校の担当

教師に選択肢と自由記述の質問紙によるアンケートを実施した。 

  ア ICT活用授業実践資料の有効性 

   【図11】は，ICT活用授業実践資料が重度・重複障がいのある児童生徒の「人とのつながり」をも 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

つ授業作りに有効であったか，の回答状

況である。14名が「そう思う」「ややそう

思う」と答えている。 

 「そう思う」「ややそう思う」と答えた

理由をまとめて，Ｐ38【資料 21】に示す。

「人と人との直接的なかかわり，学習活

動や学校行事への参加が最も重要であ

る」との意見も挙げられていたが，「授業

を通して児童の変容が見られたこと」，

「つながりをもつためのアプリや機器類 
【図11】ICT活用授業実践資料の有効性 

 
を授業に生かせる活用例が記載されていること」等の記述から，ICT活用授業実践資料は，概ね有

効であったと考える。 
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イ ICT活用授業実践資料の活用性 

 Ｐ39【図12】は，ICT活用授業実践資料を今後活用していきたいかについての回答である。10名が

「そう思う」，４名が「ややそう思う」と答えている。 

 「そう思う」「ややそう思う」と答えた理由をまとめ，Ｐ39【資料22】に示す。このことから，ICT

活用授業実践資料を活用したい教師がほとんどであることが分かった。同時にインターネット環境や 

項 目 理    由 

Ｐ12 TV電話 

 

 

 

 

 

・時間を共有し，工夫次第で大きな画面で手軽にやりとりできる。 

・場所が違っても同じ活動ができ一体感をもてる。そこから活動の広が 

 りが生まれる。LIVEで授業への参加が可能な方式である。 

・iSightカメラで撮影した周囲の様子もすぐに共有できるのが良い。 

・普段会えない友達ともやりとりでき実際に実践して，今までかかわれ 

 なかった人とかかわることができてとても良かった。（同意見複数） 

Ｐ19 Makey Makey 

 

 

 

・触れるだけという簡単な動きだけで，音が楽しめるのが良い。 

・音楽が好きな児童が多いので，様々な物や体に触れて音が出ることを 

 楽しんだり，友達の様子を見たり，音を聞いたりすることで，相手を 

 意識したりすることができる。 

Ｐ20 MaBeee 

 

・動くおもちゃに装着することで，友達と同じ場で見たり，触れたりと 

 楽しさを共感できたりしていた。 

Ｐ27～アプリ紹介 ・「キラキラ」，「ぐるぐる」等，触れただけで画面や音が変化するので 

 楽しめる。自発的な動きにつながる。 

 【表18】は，ICT活用授業実践資料において，「人とのつながり」をもつ授業で最も役に立ちそうな

項目についてまとめた回答状況である。「TV電話」が最も多く，「MaBeee」，「Makey Makey」等の記述

が多かった。実際の実践で用いた機器類や活用例がほとんどであったことから，ICT活用授業実践資

料は，「人とのつながり」に視点を当てた授業づくりにおいて，概ね有効であったと考えられる。ま

た，本校の児童は歌や音楽が好きな児童が多いことから，今後の授業づくりや資料に盛り込む内容に

役立つ視点も得ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

【資料21】ICT活用授業実践資料が有効であると思う理由（質問紙の自由記述より一部掲載） 

 

 
・実践を通して，直接対面する以上に相手に注目することができたと感じた。 

・同じ活動を楽しみ，相手の反応を知ることで，友達の存在をリアルに感じることができた。 

・訪問学級児童と本校児童とのつながりを作り，言葉で自分の思いなどを表現することが難しい 

 児童の表現方法や活動の手助けになった。（同意見複数） 

・児童同士，児童と教師同士がつながりをもち活動を共有できる内容であった。（同意見複数） 

・アプリの紹介，機器類の設定，便利な使い方等が写真と共に記載されている。授業の具体的な実 

  践例等も紹介され，活用場面をイメージしやすく実践にすぐ生かすことができた。（同意見複数） 

・自己表現をするための一つのツールとしては有効なことが多いと感じる。ICTを通して児童生徒 

 同士かかわりを促せるような支援が大切だと思う。 

・Face Timeの交流等役立つものだと思うが， ICTばかりに頼ることなく，ねらい，見通しをもっ 

 て活用する必要がある。（同意見複数） 

【表18】ICT活用授業実践資料で最も役立ちそうな項目（質問紙の自由記述より一部掲載） 
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ウ ICT活用授業実践資料の修正・改善点と対応 

  Ｐ40【表19】は，ICT活用授業実践資料の修正・改善点の回答状況とその対応についてまとめて示し 

 たものである。今後は，より多くの教師に活用してもらうことでより見やすく分かりやすい資料にな 

 るよう，また，実践を蓄積し，他にも活用できる機器類やアプリや教材等の情報を盛り込み，ICT活用 

 授業実践資料の充実を図りたいと考える。 

 

 

 

 

 

 

・AT・ICT機器を活用することで，伝えたいことを分かりやすく，繰り返し，ピンポイントで提 

 示できる。児童生徒がもつ可能性を広げることができる機能やアプリが載っている。写真や図 

 がたくさんあり初心者にも分かりやすい内容である。（同意見複数） 

・リアルタイムにつながることで児童の変化が見られる，人とのつながりを増やすためのツール 

 の一つとして有効だと思った。（同意見複数） 

・運動会や野菜の収穫など，体調的に難しそうな学習にもリアルタイムで参加できる内容が素晴 

 らしいと思った。 

・重度・重複障がいのある児童生徒に限らず，様々な実態の児童生徒に対して発達段階に応じて 

 活用できるものが多く，実践してみたい。 

・小中学部ではiPadが学級毎に，高等部では一人一台配置になり，授業の中で取り入れる機会が 

 増えていくことから資料として参考にしたい。（同意見複数） 

・ICTに詳しくなく，資料だけでは理解しきれない部分があり，実践しながらどのようなことが 

 できるかを知り，生徒の活動の幅を広げていきたい。 

・TV電話での交流はインターネット環境がないと実践できないが，それ以外の様々な授業にiPad

が活用できることが分かった。 

・学校に，アプリ，機器類やインターネット環境がそろえば，もっと頻繁に使えると思う。（同 

 意見複数） 

 

【資料22】ICT活用授業実践資料が活用できると思う理由（質問紙の自由記述より一部掲載） 

 

【図12】ICT活用授業実践資料の活用性 

 

機器類等の環境整備を整える困難さ，児

童に有効なアプリを探すことや活用の仕

方を教師自身が学ぶことの大切さ等の課

題も挙げられた。 

 今後，ICT活用授業実践資料を活用した

実践を蓄積しながら資料の改善を図り，

児童生徒の実態に応じてアプリや機器等

を選択して授業実践ができるよう，教師

が学んでいく必要があることが分かっ

た。 
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修正・改善点 対応状況 

・実践する上で知っておくと便利な操作を掲載する 

   とよい。 

・授業実践で活用したAirPlay，AirDrop等 

 の機能や操作方法について掲載し，すぐ 

  に活用できるように説明を加える。 

・機器操作や活用例等，図や写真があると分かりや 

  すい。 

・実践で活用した機器類，活用例に図や写 

  真を挿入し，分かりやすい説明を加える。 

 ・読み方にふりがなを入れてほしい。  ・ふりがなを挿入する。 

・専門的な言葉やカタカナの言葉の意味を分かりや 

  すく説明してほしい。 

 ・分かりやすい説明を加える。 

・iPadを使用したことがない教師には，難しいと感 

  じる。設定等は情報部が行うため，用語を含め分 

  かりやすい方が良いと感じた。 

・伝わりやすいような表現にしたり説明を 

  加えたりする。 

 

Ⅷ 研究のまとめ 

 １ 全体考察 

 本研究は，重度・重複障がいのある児童生徒の教育において「人とのつながり」に視点を当て，  

手立ての一つとしてAT・ICT機器を活用したTV電話での交流や集団学習を実践し，重度・重複障がい

のある児童生徒の教育内容・指導方法の充実を目指したものであった。 

 「人とのつながり」に視点を当てた個と他者をつなぐ双方向型の学習，他者とつながる集団学習

における授業実践を通して，児童が喜びや楽しさを感じ，他者と様々な気持ちを共有し，表現する

ことができた。また，「人とのつながり」をもつ手立ての一つとして，AT・ICT機器の活用が有効で

あることを明らかにすることができた。 

 このことから，重度・重複障がいのある児童生徒の教育内容・指導方法の充実のために，AT・ICT 

機器の活用による「人とのつながり」に視点を当てた授業の有効性が示されたと考えられる。 

 ２ 研究の成果 

    ・重度・重複障がいのある児童生徒の「人とのつながり」の定義や考え方を整理して「人とのつな 

   がりシート」を作成することができた。 

  ・訪問学級や重複障がい学級の児童生徒への，新しい「学習の機会」や「活動への参加」の在り方 

   を示すことができた。 

   ・先行研究や事例収集からICT活用の意義をまとめ，AT・ICT機器の活用により授業に工夫や広がり 

   が生まれ，児童生徒の変化や成長を他者と共有できることを確認することができた。 

   ・「人とのつながり」をもつ授業の手立ての一つとしてAT・ICT機器の活用が有効であること，授業 

   実践の回数を重ねることで「人とのつながり」が広がりつつあることを確認することができた。 

 ・「人とのつながり」に視点を当てたAT・ICT機器の活用による授業実践の考察と事後アンケートか 

  ら資料の修正・改善を行い，ICT活用授業実践資料を完成させることができた。 

  ３ 今後の課題 

   「人とのつながり」をもつためのAT・ICT機器の活用の仕方について，より効果的な方法を探っ 

  ていく必要があると考える。また，今後も実践を継続していくためには，学習環境を整えていく 

  という視点から，インターネット環境とAT・ICT機器等の整備が望まれる。 

【表19】ICT活用授業実践資料の修正・改善点と対応（質問紙の自由記述より一部掲載） 
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 今年度の小学部の実践より「人とのつながり」をもつ学習の有効性が見られたことから，実践を継

続し事例を蓄積することで，今後も「人とのつながり」を広げること，また他学部でも実践事例の蓄

積をし，ICT活用授業実践資料の充実を図ることが必要であると考える。 

 重度・重複障がいのある児童生徒の卒業後の生活を見据えながら，将来，児童生徒がどのような生

き方をしていきたいかを，児童生徒自身の気持ちに寄り添い，一緒に考えること，今，どのような「人

とのつながり」が必要かを，教師間や関係機関等で情報を共有し，地域へと広げていくことが大切で

ある。そのためには，在学中から個別の指導計画や個別の教育支援計画に「人とのつながり」に関す

る内容を盛り込み，卒業後も継続した「人とのつながり」をもち続けることが必要であると考える。 

 

＜おわりに＞ 

 長期研修の機会を与えて下さいました関係諸機関の各位，並びに所属校とご協力いただいた実践校の

諸先生方と児童生徒の皆さんに，心から感謝を申し上げ，結びのことばといたします。 
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